
（２－①―８）圧力容器/格納容器の健全性評価技術の開発（平成２４年度計画）

平成24年度の実施内容
１．原子炉容器の構造材料腐食試験
シビアアクシデント時の履歴分析に基づき、希釈海水等、想定される腐食環境

に曝された原子炉容器構造材料と同じ鋼材の腐食試験を行い、原子炉容器構成材
の腐食速度に関するデータを取得する。また、事故後に設計温度を超える温度履
歴を受けた可能性が懸念されるため、余寿命評価における評価クライテリアの検
討に資する高温強度データを取得する。

２．RPVペデスタル鉄筋コンクリート劣化試験
海水に浸漬されたコンクリート中の塩化物イオン拡散や、コンクリート中の鉄

筋の塩化物イオンによる腐食速度を実験的に評価する。また、事故後に設計温度
を超える温度履歴を受けた可能性が懸念されるため、余寿命評価における評価ク
ライテリア検討に資する高温強度データを取得する。

３．原子炉容器、RPVペデスタルに対する腐食抑制策確証試験
原子炉容器並びにRPVペデスタルに対して用いる腐食抑制策の効果確証試験を

行う。
その確証試験にて、腐食抑制策を適用した場合の腐食速度に関するデータを

取得し、上記1、2項の結果との比較により、腐食抑制効果を確認する。

４．原子炉容器、RPVペデスタル構造物余寿命・寿命延長評価

前記で取得した腐食速度や高温強度に関するデータベース及び関連する従来

知見の調査等に基づき、原子炉容器及びRPVペデスタルの余寿命評価、寿命延長

評価を行う。他研究や現場の状況調査等の進捗を踏まえ、評価条件に反映すべ

き事項は適宜反映する。

平成24年度主要目標
(1) 原子炉圧力容器(RPV) / 格納容器(PCV)の余寿命評価に資するため、高温海水／希釈海水中腐食速度データ及び高温履歴強度データを取得する。
(2) RPVペデスタルの余寿命評価に資するため、高温海水に浸漬されたコンクリート中の塩化物イオン等浸透速度データ、鉄筋の腐食速度データ及び強度データを取得する。
(3) RPV、PCV、RPVペデスタルの寿命延長評価に資するため、腐食抑制策（脱酸、防錆剤等）による腐食速度データを取得する。
(4) (1),(2)の結果を用いた構造健全性評価により、各設備の余寿命を評価する。また(3)の結果を用いた構造健全性評価により、腐食抑制策の寿命延伸効果を評価する。

実施体制

工程表

５．RPVペデスタル健全性に対する高温デブリ落下影響評価：

コアコンクリート反応(MCCI)に係る文献調査等により、コンクリート侵食状況の

推定に資する基礎データを整備する。
設定した条件での構造評価については、H25年度追加項目として提案する。

H24上期 H24下期

1. 原子炉容器の構造材料腐食試験

・RPV・PCV試験体作成

・高温海水／希釈海水中の腐食試験

2. RPVペデスタル鉄筋コンクリート劣化試験

・試験体作成

・コンクリート高温強度，塩化物イオン拡散速度試験

・鉄筋腐食試験

3. 原子炉容器、RPVペデスタルに対する腐食抑制策確証試験

・計画立案

・腐食抑制策の確証試験

4. 原子炉容器、RPVペデスタル構造物余寿命・寿命延長評価

・評価条件の検討・知見調査

・予寿命評価実施

5. RPVペデスタル健全性に対する高温デブリ落下影響評価

・コンクリート侵食状況の検討
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RPV試験体製作

PCV試験体製作

◎東芝

◎日立GE

◎日立GE/ゼネコン

東芝,日立GE/ゼネコン

◎東芝/ゼネコン

機器・装置開発サブワーキング等の上位会議体

報告 管理

ペデスタル試験体製作

塩化物イオン拡散速度評価試
験／高温強度データ取得

コンクリート中鉄筋の腐食速度

試験詳細計画立案

腐食抑制策の確証試験

東芝,日立GE,三菱重工

／ゼネコン

東芝,日立ＧＥ/ゼネコン

東芝,日立GE,
三菱重工/ゼネコン

JAEA

侵食を考慮したペデスタルの
構造解析 (H25年度追加提案)

原子炉容器の構造材料腐食試験

RPVペデスタル鉄筋コンクリート劣化試験

希釈海水中の腐食試験 東芝,日立GE,三菱重工

高温希釈海水中の腐食試験

腐食への照射影響評価

電中研

JAEA

技術協力・
データ提供

JAEA腐食への照射影響評価

MCCI関連情報に基づく

侵食状況検討

技術協力・
データ提供

【健全性評価に関するプロジェクト総括】
メンバ：東京電力,東芝,日立GE,三菱重工,JAEA,電中研

原子炉容器、ＲＰＶペデスタル構造物余
寿命評価、寿命延長評価

連携：炉内状況把握解析SWT
：燃料デブリ性状把握・処理準備SWT

RPVペデスタル健全性に対する
高温デブリ落下影響評価

原子炉容器、ＲＰＶペデスタルに対す
る腐食抑制策確証試験

強度評価

腐食試験データ
腐食速度
温度／塩分
ほう酸／放射線
酸素／抑制策
異材継手

腐食速度に関する
従来知見

適切な荷重組合せ

必要板厚(許容腐食板厚)

の算定

RPV/PCV余寿命評価フロー(案)

高温強度試験データ

許容腐食板厚÷腐食速度

機器余寿命算定
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必要性
原子炉圧力容器/格納容器および原子炉ペデスタルは，今後も長期間に亘り希釈海水環境に曝されることが想定され，腐食進行に起因した構造強度の低

下が懸念される。また，事故直後の容器周辺は，設計時の想定を超える高温状態に曝されたこと，ペデスタルについては，高温のデブリが落下したこと
により，材料強度が低下した可能性も考えられる。燃料取り出しまでの機器健全性を評価する上では，上記の影響を定量的に考慮した寿命評価技術の確
立が必要である。

実施内容

原子炉圧力容器(RPV)及び原子炉格納容器（PCV）の構造材料は、高温の海水に
曝されていたため、腐食が懸念される。また、鉄筋コンクリート製のRPVペデス
タルは、高温かつ海水環境に曝されていたため、劣化の促進が懸念される。こ
のため、各材料が海水に曝された場合の定量的なデータを取得し、今後の構造
健全性評価に資する。さらに、RPV、PCV構造材及びRPVペデスタルの海水による
腐食抑制策の確証試験を行う。なお、技術協力会社として参画するJAEA及び電
力中央研究所にて、腐食に対する照射影響データや高温影響データを取得し、
本プロジェクトの成果へ反映する。

(1)原子炉容器の構造材料腐食試験

高温海水や希釈海水に曝された鋼材の腐食試験を行い、構造材の腐食速度に
関するデータを取得する。また余寿命評価に資する高温強度データを取得する。

(2)RPVペデスタル鉄筋コンクリート劣化試験

コンクリート中の塩化物イオン拡散試験を実施する。また、コンクリート中
の鉄筋の腐食試験を実施する。

(3)原子炉容器、RPVペデスタルに対する腐食抑制策確証試験

RPV、PCV構造材料及びRPVペデスタルに対して用いる腐食抑制策の確証試験を
行い、腐食抑制効果を確認する。

(4)原子炉容器、RPVペデスタル構造物余寿命・寿命延長評価

従来知見や上記データベースに基づき、RPV、PCV及びRPVペデスタルの構造物
余寿命評価及び寿命延長評価を行う。

(5)腐食抑制システムの開発および実機適用性評価

実機にて適用可能な腐食抑制システムを開発し、上記結果より寿命延長効果
の認められた腐食抑制策を試運用する。滞留水処理ループ内に腐食監視試験片
を適用することで実機におけるPCV構造材への腐食抑制効果を確認する。

(6) RPVペデスタル健全性に対する高温デブリ落下影響評価

腐食以外の劣化要因として，高温の燃料デブリ落下に伴うRPVペデスタルコン
クリート損傷を想定し，以下の評価を行う。

・コアコンクリート反応(MCCI)に係る文献調査等を行い、デブリ落下に伴う
ペデスタルコンクリートの侵食状況の推定を行う。

・推定した複数の条件についての構造解析を先行的に実施し，今後の炉内状
況調査によりペデスタルの状況が明らかになった際の速やかな健全性評
価に資する。

事項／年度

第１期 第２期

2011 2012 2013
2014 2015 2016

（前）

・実事故履歴分析に基づく試験条件
の検討

・原子炉容器の構造材料腐食試験

・RPVﾍﾟﾃﾞｽﾀﾙ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ劣化試験

・原子炉容器、RPVペデスタルに対
する腐食抑制策確証試験

・原子炉容器、RPVペデスタル構造
物余寿命評価、寿命延長評価

・腐食抑制システムの開発および実
機適用性評価

・RPVペデスタル健全性に対する高
温デブリ落下影響評価

実施工程

RPV

PCV

RPVペデスタル

腐食防錆剤
(インヒビタ)
の皮膜

インヒビタを
混入した水

鉄筋

RPVペデスタル鉄筋への

腐食抑制剤適用のイメージ

抽出した腐食抑制策詳細評価
（注入量による効果確認等）

寿命延長効果再評価

ペデスタル構造評価実施を提案

ペデスタルコンクリートの侵食状況の推定

実機適用性評価

主な評価対象部位
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